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項 目 要  約 

１．研究の概要 放射線汚染地域および対照地域に生息する多様な野生動物（アカネズミ、ア

ライグマ、ニホンザルおよびヤマメ）より得られる知見と、マウスモデルを用

いた放射線照射実験より得られる知見を比較・補完し、国際的に知見が不足し

ている低線量慢性被ばくの多様な生物への影響、生物種間の放射線感受性の比

較、被ばく形態、生殖・発生に及ぼす影響、および放射線被ばくからの回復メ

カニズムを明らかにすることを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）野生動物の種間放射線感受性比較と生物影響研究 

２）野生動物被ばく線量の多元的評価と組織影響解析 

３）野生動物の生殖機能への影響評価 

４）野生動物の生殖系列細胞への影響評価 

５）実験動物を対象とした慢性被ばく影響評価研究 

２．総合評価 
Ａ

・野生生物の放射線感受性の個体差が実験動物に比べて大きいこと、若齢期に

低線量率放射線に曝露したマウスでは精巣の発達が遅延するが回復するこ

と、雌マウスでは低線量率放射線の曝露によって妊孕性を低下させ不妊の原

因になりうることなど、特筆すべき新知見を得たことは高く評価できる。

・多元的アプローチによって野生動物と実験動物の違いを明らかにするために

は、両者の研究グループの連携による比較研究ができるとさらに高い評価が

得られたであろう。福島事故の環境影響評価の指標として選定した野生生物

への影響を解明する上で、本研究のアプローチは不可欠であり、さらに今後

の研究の進展を期待したい。

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


